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（
四
）
現
場
で
の
準
備
事
項 

考
古
民
俗
館
側
で
は
、
画
像
を
獲
得
す
る
カ
メ
ラ
と
音
声
を
獲
得
す
る
マ
イ
ク
の

デ
バ
イ
ス
を
別
と
し
た
。
音
声
用
デ
バ
イ
ス
で
は
音
声
の
イ
ン
プ
ッ
ト
も
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
も
Ｏ
Ｎ
、
画
像
用
デ
バ
イ
ス
で
は
音
声
の
イ
ン
プ
ッ
ト
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
Ｏ

Ｆ
Ｆ
と
し
た
。
ハ
ウ
リ
ン
グ
を
防
ぎ
、
鮮
明
な
画
像
と
音
声
を
送
る
た
め
で
あ
る
。

当
初
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
二
台
準
備
し
た
が
、
音
声
用
デ
バ
イ
ス
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

方
が
持
ち
運
び
に
適
し
た
。
接
続
は
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
用
い
た
。 

ツ
ア
ー
開
始
時
に
ホ
ス
ト
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ビ
デ
オ
を
Ｏ
Ｎ
に
す
る
と
、
参
加

者
は
全
員
考
古
民
俗
館
の
カ
メ
ラ
画
像
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
展
示
解
説
時
に

は
、
参
加
者
へ
の
問
い
か
け
も
入
れ
て
参
加
感
を
創
出
す
る
よ
う
つ
と
め
た
。 

な
お
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
は
、
司
会
や
ゲ
ス
ト
は
自
宅
か
ら
の
参
加
と

な
る
。
現
場
と
距
離
が
生
じ
る
た
め
、
別
途
連
絡
手
段
を
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
開
始
前
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
簡
単
講
座
を
行
っ
て
参
加
者
へ
の
約
束
等
を
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
た
。 

 

二 

企
画
に
お
け
る
役
割
分
担 

 

発
信
現
場
と
な
る
考
古
民
俗
館
に
は
、
最
低
三
名
常
駐
と
し
た
。
カ
メ
ラ
一
名
、

解
説
一
名
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
（
東
京
に
い
る
司
会
と
裏
で
や
り
取
り
、
マ
イ
ク
や
映

像
に
不
備
が
な
い
か
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
確
認
）
と
報
道
対
応
で
一
名
で
あ
る
。 

司
会
側
は
、
メ
イ
ン
一
名
、
サ
ブ
二
名
と
し
た
。
メ
イ
ン
司
会
は
、
映
像
記
録
と

始
ま
っ
て
か
ら
チ
ャ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
も
兼
ね
た
。
サ
ブ
司
会
①
は
、
適
宜
様
子
の
撮

影
と
最
後
の
集
合
写
真
撮
影
、
マ
イ
ク
と
映
像
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
チ
ェ
ッ
ク
、
チ
ャ

ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
兼
ね
た
。
サ
ブ
司
会
②
は
、
参
加
者
が
ミ
ュ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る

か
を
随
時
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
機
械
操
作
が
分
か
ら
ず
に
押
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
と

解
説
中
に
も
音
声
が
入
っ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
意
図
的
に
押
し

て
入
っ
て
く
る
人
が
い
た
場
合
の
危
機
管
理
も
担
っ
た
こ
と
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
あ
が
る
質
問
を
、
随
時
内
容
チ
ェ
ッ
ク
す
る
担
当
も
配
置
し
た
。 

企
画
側
は
七
名
配
置
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
参
加
申
し
込
み
が
二
〇
〇
名
に

達
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
結
果
的
に
妥
当
な
配
置
と
考
え
て
い
る
。 

 

三 

総
括 

 

ツ
ア
ー
内
容
の
詳
細
は
別
と
し
て
、
企
画
自
体
の
総
括
を
行
い
た
い
。 

今
回
は
、
館
か
ら
の
一
方
通
行
で
な
く
相
互
交
流
を
展
開
し
た
い
と
の
思
い
で
実

施
し
た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
よ
る
質
問
や
チ
ャ
ッ
ト
の
意
見
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
参
加
者
と
の
相
互
交
流
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満
足

度
は
九
十
七
％
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
感
・
一
体
感
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
多
く
、
主
催

側
と
の
意
識
は
一
致
し
て
い
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
十
分
な
機
材
が
な
い
こ
と
に
よ
り
カ
メ
ラ
が
揺
れ
る
、
土
器
の

文
様
が
鮮
明
に
見
え
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
解
説
す
る
際
に
静
止

画
を
用
い
る
な
ど
に
よ
り
回
避
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
か

っ
た
が
、
ご
年
配
の
方
で
申
込
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
い
く

つ
か
制
限
が
あ
る
こ
と
も
否
め
ず
、
今
後
改
善
を
図
り
た
い
。 

 

お
わ
り
に 

 
す
で
に
同
様
の
手
法
で
実
施
を
検
討
し
て
い
る
館
が
全
国
で
見
ら
れ
る
が
、
当
館

が
逸
早
く
着
手
し
た
。
こ
こ
に
手
順
と
成
果
等
を
共
有
し
、
博
物
館
等
の
オ
ン
ラ
イ

ン
相
互
交
流
発
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 


